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◇
実

施
日

；
２

０
１

６
年

１
０

月
２

１
日

（
金

）
晴

れ
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
、

豊
嶋

 
寛

(
釈

迦
ヶ

岳
登

山
)
。

 
 

 
 

２
名

。
 

 

 以
前

か
ら

大
日

岳
行

場
( 鎖

場
) の

危
険

性
を

憂
慮

し
、

何
ら

か
の

対
策

を
講

じ
る

必
要

性
を

感
じ

て
い

た
。
 

昨
年

１
１

月
「

ホ
テ

ル
浦

島
」

で
の

祝
賀

会
で

同
席

し
た

下
北

山
村

の
勝

平
前

総
務

課
長

に
、

注
意

書
き

設
置

の
旨

を
伝

え
て

了
承

を
頂

い
た

。
 

今
年

９
月

に
開

催
さ

れ
た

、
世

界
遺

産
「

吉
野

・
大

峯
」

地
域

連
絡

協
議

会
の

席
上

、
修

験
団

体
か

ら
大

日
岳

登
山

者
へ

の
苦

情
及

び
注

意
標

識
設

置

場
所

の
追

加
等

寄
せ

ら
れ

た
の

を
機

に
、

注
意

書
き

の
看

板
を

製
作

、
設

置

し
た

。
 

簡
単

で
、

誰
も

が
納

得
す

る
よ

う
な

注
意

書
き

に
、

と
思

い
色

々
考

え
て

み

た
が

、
山

上
ヶ

岳
の

女
人

禁
制

の
よ

う
に

宗
教

由
来

に
す

れ
ば

い
ち

ば
ん

解

り
易

い
と

考
え

、
写

真
の

文
面

に
し

た
。
 

 
 

 
 

 

製
作

中
の

看
板

 
 

 
 

 
 

 
 

塗
装

し
て

完
成

 
 

 
 

 
 

本
日

の
荷

物
 

 
 

看
板

取
り

付
け

の
た

め
の

ス
テ

ン
レ

ス
ボ

ル
ト

、
ナ

ッ
ト

、
針

金
や

鉄
筋

を
準

備
し

て
旭

登
山

口
に

向
か

っ
た

。
平

日
で

は
あ

る
が

、
既

に
４

台
が

駐

車
、

す
ぐ

後
で

も
う

一
台

や
っ

て
き

た
。
 

い
つ

も
と

同
じ

よ
う

に
、

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
、

古
田

の
森

、
千

丈
平

で
休

憩
し

て
深

仙
宿

へ
捲

き
道

を
下

る
。

青
木

さ
ん

の
笹

刈
の

お
陰

で
、

道

幅
も

広
が

り
、

安
心

し
て

通
行

で
き

る
。
 

伊
富

喜
行

者
の

碑
前

で
、

ス
マ

ホ
を

出
し

般
若

心
経

を
な

が
し

て
簡

易
勤

行
す

る
。
 

下
り

出
し

て
す

ぐ
、
熊
鈴

の
音

が
聞
こ

え
て

誰
か

登
っ

て
き

た
。

豊
島

さ

ん
だ

っ
た

。
あ

り
ゃ

り
ゃ

、
こ

ん
な

と
こ

で
、

と
お
互

い
び

っ
く

り
。
紅
葉

の
写

真
を
撮

り
に

来
ら

れ
た
そ

う
だ

。
１

２
時
ま

で
に

釈
迦

ヶ
岳

へ
、

と
言

わ
れ

て
す

ぐ
に
別

れ
た

。
 

 
 

 
 

 

豊
島

さ
ん

と
バ

ッ
タ

リ
 

 
 

深
仙

小
屋

で
昼

食
 

 
 

 
大

日
岳

手
前

の
岩

峰
 

 さ
っ

き
か

ら
お
腹

が
グ

ー
っ

と
鳴

り
出

し
て

い
た

の
で

、
深

仙
小

屋
で
昼
食

。

お
腹

が
満

た
さ

れ
た

と
こ
ろ

で
、

大
日

岳
を
目
指

す
。

大
日

岳
の
鞍
部

に
到

着
、
荷

を
下
ろ

し
て

作
業

開
始

。
 

看
板

設
置

場
所

の
笹

を
刈

っ
て

鉄
筋

２
本

を
打

ち
込
む

。
幸

い
岩

は
無
く

、

思
い

通
り

に
打

ち
込

め
た

。
看

板
の
足

を
針

金
で
止

め
、

ス
テ

ー
を

取
り

付
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け
て

注
意

書
き

の
看

板
は

設
置
終

了
。
続

い
て
迂

回
路

の
標

識
は

、
目
立

つ

と
こ
ろ

に
同

じ
よ

う
に

設
置

。
迂

回
路

の
入

口
付
近

の
笹

を
刈

り
、
進
入

し

や
す

い
よ

う
に

し
た

。
作
業
時
間

は
、

ち
ょ

う
ど

一
時
間
だ

っ
た

。
 

荷
物

を
ま

と
め

て
深

仙
小

屋
へ

向
か

う
。
 

 
 

 
 

 

笹
を

刈
り

取
る

 
 

 
 

 
鉄

筋
を

打
ち

込
む

 
 

 
 

ス
テ

ー
を

取
っ

て
 

 
 

 
 

 

迂
回

路
標

識
も

 
 

 
 

 
離

れ
て

全
体

を
 

 
 

 
 

 
奥

駈
道

へ
下

る
 

 

大
日

岳
行

場
か

ら
南
西

に
ま

っ
す

ぐ
降

り
る

と
奥
駈

道
に
到
達

す
る

が
、
そ

の
間

、
約
５

０
ｍ

の
笹

を
刈

り
な

が
ら

下
っ

た
。
 

深
仙
小

屋
に
到
着

、
始

め
に
切

れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

２
灯

を
交
換

す
る

。
９

月
に

下
準

備
は

し
て

い
た

の
で

、
ス
ム

ー
ズ

に
交
換

で
き

た
。
次

に
、

取
れ

て
し

ま
っ

た
ド
ア

の
掛

け
金

を
丈
夫

な
も

の
に

付
け
替

え
。
止
ま

っ
て

い
た
掛
時

計
の
電
池

を
交
換

し
て
小

屋
の

作
業

は
終

了
。
 

深
仙
小

屋
内

に
ゴ
ミ

は
無
く

、
利
用

者
は

き
れ

い
に
使

っ
て
く

れ
て

い
る

よ
う
だ

。
 

 
 

 
 

 

Ｌ
Ｅ

Ｄ
交

換
 

 
 

 
 

 
５

灯
全

部
点

灯
 

 
 

 
 

ド
ア

掛
け

金
取

り
付

け
 

 し
ば

ら
く

休
憩

し
て

、
午

後
３
時
５

分
深

仙
小

屋
を
離

れ
て
帰
路

に
つ
く

。
 

古
田

の
森

で
場

所
の
変
わ

っ
た

標
識

を
針

金
で
補
強

す
る

が
、

も
う

一
つ

良
く

な
い

、
次

回
別

の
方
法

を
考

え
て

み
る

。
 

日
没

に
な

る
こ

と
は
最
初

か
ら
織

り
込

み
済

み
で

、
前
鬼

か
ら

登
る
こ

と

も
考

え
て

み
た

が
、

真
っ
暗

で
も

下
り

易
い

旭
登

山
口

か
ら

を
選
択

し
た

。
 

 

大
日

岳
の

登
山

道
に

「
迂

回
路

」
と

い
う
表
現

を
使

っ
た

が
、
「

捲
き

道
」

は
山

頂
を

通
ら
ず

山
腹

を
捲

い
て

、
山

頂
の

向
う
側

に
至

る
。

 
と
理

解
し

て
い

る
。

同
じ

山
頂

を
目
指

す
違

う
２

つ
の

ル
ー

ト
、

鎖
場

を
迂

回
す

る
、

と
い

う
意
味

で
「
迂

回
路

」
と

し
た

。
 



 3 

大
日

岳
の

鎖
場

や
山

上
ヶ

岳
の

鎖
場

は
、

修
験

者
の

修
行

を
目
的

と
し

た

も
の

で
、

登
山

者
は

対
象

に
含
ま

れ
て

い
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

山
上

ヶ
岳

の
鎖

場
は

、
鎖

に
頼

ら
ず

と
も

登
る
こ

と
が

で
き

る
。

大
普
賢

岳
付
近

の
ハ

シ
ゴ

や
桟

道
、
弥

山
川

の
ハ
シ
ゴ

な
ど

は
、
専

ら
登

山
者

を
対
象

に
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

３
０

年
ほ
ど

前
に

は
、

大
日

岳
の

鎖
場

を
知

る
登

山
者

は
少

な
か

っ
た

の

だ
が

、
近

年
の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
普

及
、

ス
マ

ー
ト
フ
ォ

ン
の
急
増

、
熟

年
登

山
者

の
増

加
な
ど

で
、
ネ

ッ
ト

上
の
投
稿

を
見

て
興
味
本
位

で
鎖

場
を

登
ろ

う
と

す
る

人
も
増

え
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
 

行
場

は
本

来
、

修
験

者
の

た
め

の
場

所
で

、
登

山
者

は
礼
節

を
も

っ
て
入

ら
ね

ば
な

ら
な

い
。
絶
滅

危
惧
種

と
言
わ

れ
る

行
者

と
増

え
続

け
る

登
山

者
、

お
互

い
が
相
手

を
よ
く
理

解
す

る
こ

と
が
軋
轢

を
生
ま

な
い
こ

と
に

つ
な

が

る
と

思
う

。
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イ
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イ
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イ
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仙
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岳
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1
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Ｌ
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5
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。
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